
胎児人形で命の重みを実感

エコー写真に感激！

　「お母さんと赤ちゃんを見ていると、とても幸せそうでこちらまで幸せな気持ちになった｣「出産の話を聞い
て感動した」と生徒たちの感想です。
　生徒たちは、川辺先生から「ひと一人生まれるためには、いろいろな支えが必要｣というテーマで「安心して
子どもを産み、育てるために」や「いのちの連続性」の講義を受けるとともに、胎児人形でお腹の中での成長
を実感しました。

　その後、保育士さんによる親子ふれあい遊びを体験したうえで、グループ
に分かれてお母さんから妊娠がわかった時の話や育児中に気をつけているこ
となどの話を聞き、実際に赤ちゃんを抱っこしたり、ふれあいながら、自分
の命や他者の命を大切にすることを学びました。
　参加していただいたお母さんからは､「真剣に話を聞いてくれたり、優し
く接してくださって本当に嬉しかった」「子どもにとっても他の年代の人と
触れ合えて楽しかったようだ」とのことでした。
　本会では、こうした取り組みを通じて、いろいろな立場の人を理解すると
ともに、命の大切さや思いやりの心を育み、安心して暮らせる街づくりを目
指します。

　前号に引き続き、基本目標「福祉環境づくり」の取り組みを２ページに
わたって紹介します。中日新聞、ケーブルテレビ(天ちんさんの番組内)で
も取り上げられました｡
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第２次地域福祉活動計画ニュース

～命の大切さを伝えるプログラムの実施～

その2

 今号の
内容 今号の
内容

基本計画６　福祉体験の学習機会の拡大

日時 平成２１年９月９日(水)、１１月６日(金)の課題研究の時間
場所 中川商業高校　和室

講師 ｢いのちと性を伝える出前講座はぐ」の助産師 川辺恵美子さん
 ６ヶ月～１歳半の赤ちゃんと母親８組
対象 同校３年生18名、担当教諭２名
協力 野田学区民生委員児童委員協議会、中島･畑田保育園、保健所

社協だより

ウェル WelはWelfare（ウェルフェアー）＝幸福、福祉という意味の英語からとりました。

社会福祉法人名古屋市中川区社会福祉協議会
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～福祉意識の向上・地域ぐるみの学びあい～

基本計画7　地域での福祉啓発活動
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高齢者 寝具洗濯乾燥サービスのご案内

　交通事故ゼロの日は、通学･通勤時間に、交差点に地域の役員さんやPTA、教員の方たちが交通指導にあたっ
ています。その日にあわせて荒子学区の区政協力委員さんをはじめ、各種団体や学校などの協力を得て「視覚障
がいのある方が交差点を渡る」という場面を演出することができました。「信号機や車の音を頼りに青か赤かを
判断しています」「一緒に渡りましょうか？の一言が支援になります」などのアナウンスをしながら、通行者に
呼びかけてガイドヘルプ体験を実施しました。体験した方からは「自分から声をかけることが必要だとわかっ
た」といったコメントが寄せられました。
　こうした活動を通じて、障がい者の日常生活の一部を、身近な
地域の方に見てもらうことで、障がい者に対する理解を高め、気
軽に支援し合える福祉環境づくりを目指しています。

７０歳以上の方に清潔で快適な生活を送っていただくため、
お布団の洗濯乾燥サービス事業を実施します。
■ご利用できる方 中川区内在住で次の①②の世帯かつ前年の所得が
 一人あたり２００万円以下の方で、日ごろ布団が干せない方
 ※介護保険制度上の福祉施設に入居する方を除く。

 ①７０歳以上のひとり暮らし高齢者世帯
 ②７０歳以上の方のみの世帯
 ※７０歳以上＝昭和１４年１２月３１日以前にお生まれになった方

■実　施　日 平成２２年１月中旬～３月末
■対 象 寝 具 原則として、申込者が日ごろ使用している敷布団、掛け布団、
 毛布各１枚ずつで1人あたり３点以内
■利　用　料 無料（ただし、羽毛・羽根布団など特殊な布団や対象寝具３点の組み合わせを
 　　　変更しての申し込みの場合は利用者負担あり）

■定　　　員 ９００人（先着順）
■申 込 方 法 １１月1０日(火)から12月1８日(金)までに電話・FAX・郵送等で、
 直接、中川区社会福祉協議会へお申し込みください。

※この事業のお申し込み時にいただいた個人情報は、事業実施以外の目的に利用または第三者へ提供することはいたしません。
※このサービスは、区民の皆様にご協力いただきました赤い羽根共同募金と賛助会費を財源としています。

70歳以上の方

小さくたって大丈夫！
上手にガイドが
できました

小さくたって大丈夫！
上手にガイドが
できました日時 平成21年11月10日(火)　7：45～8：30（交通事故ゼロの日）

場所 一柳中学校南交差点（荒子学区）

講師 視覚障がい者　大矢稔さん
 ガイドヘルプボランティアみちしるべ　菅野正枝さん、西川由紀子さん
対象 荒子小学生、一柳中学生、同教員、同PTA、町内会役員、一般通行者等
協力 区政協力委員会、民生委員児童委員協議会、子ども会、
 女性会、(以上、荒子学区)、荒子小学校、荒子小学校PTA、
 一柳中学校、一柳中学校PTA、アウル歯科クリニック、交通指導員、
 一柳通商店街振興組合、中川区役所、中川警察署

杖を持つ手と反対の
手を肩に乗せ、半歩
前を歩いてガイド
します。

杖を持つ手と反対の
手を肩に乗せ、半歩
前を歩いてガイド
します。



中川区共同募金委員会優秀者　書道の部（佳作）

中川区共同募金委員会優秀者　ポスターの部（佳作）

常磐小学校３年
山田　千尋さん

荒子小学校４年
佐野　美優さん

長須賀小学校４年
森　涼夏さん

正色小学校５年
森　詩葉さん

中島小学校５年
鈴　友伽さん

篠原小学校６年
柴崎　祐奈さん

高杉中学校３年
小林　俊介さん

荒子小学校１年
顧　時耶さん

中島小学校２年
田平 椎以奈さん

八幡小学校３年
伊藤 里帆さん

昭和橋小学校４年
蟹江 滉太さん

昭和橋小学校５年
水谷 早希さん

荒子小学校６年
押村 真帆さん

一柳中学校１年
奥村 崇之さん

一色中学校２年
西垣 知峰さん

富田中学校２年
鈴木 綾乃さん

山王中学校３年
久野 真彩さん
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第61回 赤い羽根協賛児童生徒作品コンクール

歳末たすけあい募金運動にご協力をお願いします。

　区内小中学校の皆さんから、書道１,４３９点、ポスター３９３点のご応募をいただきました。どの
作品も力作ぞろいでしたが、中川区共同募金委員会と愛知県共同募金会の審査によって以下の方々が選
出されました。受賞者のみなさんおめでとうございました。

　新たな年を迎える時期に、支援を必要とする方々が地域で安心して暮らせるよう、
募金運動を実施します。
　中川区では、ひとり暮らし高齢者等寝具洗濯乾燥サービスや住民参加型福祉活動
支援事業（高齢者ふれあい・いきいきサロンや子育てサークルなどへの支援）に活
用させていただきます。募金は、中川区共同募金委員会（中川区社会福祉協議会内）
で受け付けています。皆さまのあたたかいご協力をお願いいたします。
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特賞  名古屋市長賞

特賞  名古屋市長賞

銀　賞

～みんなでささえあう　あったかい地域づくり～
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正色小学校６年 犬飼 英里さん

長良中学校３年 鬼頭 舞さん

助光中学校２年 児玉 真夕さん
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＝この広報誌は、共同募金配分金と賛助会費を財源に作成しました＝
※Welなかがわ（年4回）の定期購読や音訳版・点訳版をご希望の方は本会までご連絡ください。 「Welなかがわ」は、再生紙を使用しています。

社会福祉法人 名古屋市中川区社会福祉協議会
〒454-0911　名古屋市中川区高畑四丁目143  アネックス高畑2F
  （高畑交差点北西角・地下鉄高畑②番出口直進）

TEL （052）352-8257  FAX （052）352-3825
メールドレス  nakagawaVC@nagoya-shakyo.or.jp
ホームページ  http://www.nakagawashakyo.jp

　「心と体と財布の健康」これは、僕がいつも心がけていることです。
どれかひとつ欠けても幸福とは言えません。「心」と「体」と「お金」の
健康は別々のテーマではなく、人生を充実させるための密接に
関わった要素だと思うのです。
　また、地震大国日本に住んでいるなら、防災について考えてほしい。
ひとつ防災の知識を得たら、ひとつ生存確率が上がると言われています。

寄附金は中川区の福祉の推進に有効に活用させていただきます。
ありがとうございました。
木村ひとし 様
愛のチャリティビクター歌謡教室（木村ひとし歌謡教室） 様
生涯学習センタ－まつり様
お祝いごとや香典返しにかえての寄附を受け付けております。
香典返しについては、あいさつ状をご用意いたします。

寄 附 の お 礼寄 附 の お 礼

（順不同）

「心と体と財布の健康、
　  もひとつおまけに防災対策」

■往復はがきの記入方法
（往信オモテ）

454-0911

（返信ウラ） （返信オモテ） （往信ウラ）
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※抽選結果を印刷
しますので、何も
書かないで下さい。

申込者の
①氏名
②住所
③電話番号
※２名申し込む場合

④同伴者氏名

申込者
郵便番号

白紙

※ご記入いただいた個人情報は、福祉講演会にかかる事業内容の範囲で利用させていただきます。
※この講演会は、区民の皆さまにご協力いただきました賛助会費を財源に開催します。

講師プロフィール

入場無料 申込制
手話通訳あり

1950年宮城県生まれ。カリフォルニア州立大学卒業後、
TBS入社。ラジオ番組を振り出しに、アナウンサーと
して活躍。89年独立し、現在に至る。
ファイナンシャルプランナー・防災士など様々な資格を取
得。「より良い介護保険に育てる会」委員。 介護・防災・健
康・経済・環境など様々な分野の講演、セミナー司会など
活躍の場は多岐にわたる。近著に「さすが！ と言われる
お祝い・お礼のスピーチ実例集」（日本文芸社）がある。
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中川文化小劇場

市バス
「荒子観音」

市バス
「荒子駅」

荒子観音

・あおなみ線「荒子」駅より南へ徒歩約1分
・地下鉄東山線「高畑」駅4番出口より東へ徒歩約10分
・市バス金山22号系統「荒子駅」下車、徒歩約1分
・市バス金山21号系統「荒子観音」下車、徒歩3分

会場ご案内図

荒子観音西

荒子
公園

八熊通

荒子一丁目
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当日は公共交通機関をご利用ください。

平成21年度 福祉講演会

往信 返信

申込方法 往復はがき１枚にて２名まで申し込み可。
往信用に申込者の①住所②氏名③電話番号④同伴者名（④は２名申し込む
場合のみ記入）を、また返信用に申込者の①郵便番号②住所③氏名をご記
入の上、中川区社会福祉協議会「福祉講演会」係までお申し込みください｡

申込期限 平成２２年１月２９日(金）必着
※申込者多数の場合は、抽選となります。
　抽選結果は２月１２日(金）までに、はがきの発送をもってお知らせ
いたします。

生島ヒロシさん（フリーアナウンサー）
平成２２年２月１9日(金）
開場:１３時００分　開演:１３時３０分

中川文化小劇場（中川区吉良町１７８－３）
４５０名

生島ヒロシさん（フリーアナウンサー）
平成２２年２月１9日(金）
開場:１３時００分　開演:１３時３０分

中川文化小劇場（中川区吉良町１７８－３）
４５０名

講　　師

日　　時

会　　場

定　　員
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